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研究成果の概要（和文）：本研究では 、第1・第2言語としての英語と日本語データ・情報を倫理審査を経た後、120人
の英語母語話者と79人の日本語母語話者による英語意見文と32人の英語母語話者による日本語意見文、合計231人分の
意見文データを収集することができた。加えて、その意見文データの公開を実現し、またそのデータから抽出した言語
形式について研究成果を国内外の学会で発表し、論文にもまとめた。2015年度に本研究期間は満了したが、2016年度に
も2つの国際大会と1つの国内大会での研究成果発表が確定されている。

研究成果の概要（英文）：The current study investigated the use of linguistic forms and rhetoric 
structures by Japanese speakers in English opinion essays. This study is authorised by the Ethics 
Committee of Tokyo Healthcare University and has accomplished collecting English and Japanese essay data 
of 231 native speakers and second language learners along with their consent form. The written data has 
been opened to the public on the Net so that any researchers in the world have can access to it. The data 
is called The Corpus of Multilingual Opinion Essays by College Students (MOECS).
We have presented and published our studies using the corpus. We have also accepted presenting three of 
our studies at three conferences in 2016.

研究分野：言語学、言語教育学

キーワード： アカデミック英語教育　ライティング教育　第二言語習得　言語コーパス　談話分析　ディスコースマ
ーカー　論理展開　用法基盤モデル
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１．研究開始当初の背景 
 日本では、教育・研究における国際競争力
の強化を目指し、大学、大学院等の理系のみ
ならず文系においても、学術論文を英語で執
筆するよう、求められるようになってきた。
それに伴い、大学での英語教育においても、
学術論文の書き方（アカデミックライティン
グ）を指導する必要性が高まっている。これ
は、日本語を母語とする日本人英語学習者の
みならず、教育の国際化拠点計画によって来
日する留学生も対象となっている。応募者ら
の大学や大学院でも、こうした取り組みは少
しずつ始まっており、教育体制の整備が急務
となっている。しかしながら、アカデミック
ライティングは、スピーキングとはもちろん
のこと、一般的な ライティングとも、言語
形式も談話特徴も異なり、さらに、個別言語
それぞれの特徴も反映されるため、母語の転
移などを含めて日本語を母語とする英語学
習者に特に弱い点を整理し、そこに特化した
教育方法を検討し、実施する必要がある。 
 
２．研究の目的 
日本語と英語の意見文で、どのような言語
形式が用いられるかを明らかにし、用法基盤
モデルに基づいて言語分析をする。その結果
から、日本語を母語とする英語学習者がアカ
デミックライティングにおいて日本語のラ
イティングの影響があるかどうか、またどの
ような弱点があるのか洗い出し、今後のアカ
デミックライティング指導へ貢献する。本研
究の結果は、今後の策略的な英語論文執筆支
援のための基礎研究として、言語教育研究に
資するものとする。また研究分担者である伊
集院郁子の『日本・韓国・台湾の大学生によ
る日本語意見文データベース』 と同様の手
法で英語学習者コーパスを構築・公開するこ
とで、将来的に日英両言語において当該分野
の研究の発展に寄与できる。 
 
３．研究の方法 
まず、日本語の意見文において、どのよう
な言語形式が使われているのか、または使わ
れがちなのかを伊集院の『日本・韓国・台湾
の大学生による日本語意見文データベース』
を基に分析した。同時にそのデータベースと
全く同様の手法で日本語を母語とする英語
学習者による英語意見文を収集し、言語形式
とその談話を比較し、その同異が母語による
ものなのかを分析する。また英語母語話者の
データも同様に収集・比較検討し、結果の原
因を探るとともに日本の英語教育における
アカデミックライティング教育指導へ貢献
する。 
 
４．研究成果 
 本研究では 、第 1・第 2言語としての英語
と日本語各データ収集、そのデータのネット
公開、またそのデータを利用した言語研究成
果という 3 つの実績をあげることができた。 

(1)データ・情報収集 
データ収集のための倫理審査を経た後、平成
25 年度から 27 年度の 3 年間で、合計 231 人
からの意見文データを収集できた。内訳は、
120人の英語母語話者と79人の日本語母語話
者による英語意見文と 32 人の英語母語話者
による日本語意見文である。また、豪国クィ
ーンズランド大学では、アカデミックライテ
ィングを担当しているクリティカルシンキ
ングプロジェクト長で本研究の研究協力者
であるEllerton, Peterと、Academic English 
& Thesis Writing for International 
Students（留学生向けのアカデミック英語と
論文の書き方）の授業担当者である Bailey, 
Penny とインタビュー・ミーティングを実施
したり、大学が主催する学生向けのアカデミ
ッ ク ラ イ テ ィ ン グ ワ ー ク シ ョ ッ プ
(http://www.uq. 
edu.au/student-services/workshops) に 参
加して、現地での教育方法・方針について貴
重な情報を得ることができた。今や「教育」
は豪国の輸出産業において、石炭と鉄に続
く第 3位の産業であり (大竹 2013) 、英語
を母国語とする学生だけでなく留学生のア
カデミック英語教育にも力を入れているこ
とがわかった。それらの教育は、ライティ
ングのフォーマットだけでなく、談話的な
教育も実施されていることがわかった。 
 
(2)データ公開 
収集した 231 人（120 人の英語母語話者と 79
人の日本語母語話者による英語意見文と 32
人の英語母語話者による日本語意見文）の意
見文データは The Corpus of Multilingual 
Opinion Essays by College Students として
イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 無 料 公 開 し た
(http://www.u-sacred-heart.ac.jp/okugir
i/links/moecs/moecs.html)。 利用者の利便
性を考慮し、共同研究者である伊集院郁子の
「日本・韓国・台湾の大学生による日本語意
見文データベース」と連携し、伊集院のデー
タ 246ファイルを合わせると合計 477ファイ
ルを公開中である。これにより、同種のデー
タを大量に多言語で公開し、英語でデータ公
開することにより、世界中の研究者が自由に
利用できるようにした。すでに利用者が多数
あり、国際的な言語研究に寄与しているとい
える。 
 
(3)収集データを使用した研究成果 
英語と日本語の意見文の形式的特徴を談話
的に分析することにより、様々な言語形式に
ついて談話分析を実施した。またその研究成
果を国内外で研究発表した。 
① 連体修飾節の使用 
日本語を母語とする英語学習者による英語
関係節構文の習得を談話的特徴の観点から
考察し，談話的要素が英語関係節構文の習得
において大きく影響していることを明らか
にした。分析対象とした談話的特徴の項目は，



関係節構文内の先行詞の有生性 (Animate 
(有生) / Concrete Inanimate (具象無生) / 
Abstract Inanimate (抽象無生)) (Ming & 
Chen, 2010) と情報度 (New ( 新情報 ) / 
Identifiable (特定可能情報) / Given (旧
情報)) (Du Bois, 1980)， そして関係節の
機 能  (Characterisation ( 特 徴 ) / 
Identification (特定)) (Fox & Thompson, 
1990)である。 
 本研究では話し言葉と書き言葉における
学習者とネイティブの英語関係節構文の産
出の違いと，学習者の習熟度を初中級・中
級・上級に分類し，習熟度レベルによる英語
関係節構文の習得の違いも比較した。 
 調査の結果，先行詞の有生性と情報度，ま
た関係節の機能において学習者とネイティ
ブの間に有意な差がみられた。ネイティブは，
関係節に限らない一般的な英語での談話内
にみられるように，関係節を使用する際にも
斜格名詞句に新情報を使用し，さらに関係節
の先行詞とする傾向がみられた。一方学習者
においては，特に習熟度の低い学習者は一般
的な日本語の談話内でみられるように，目的
格名詞に新情報を使用し，英語関係節の先行
詞とする傾向が強いことが分かった。 
 有生性に関しては，ネイティブは英語関係
節を使用する際，話し言葉では具象無生，書
き言葉では抽象無生の名詞句を修飾する傾
向があった。一方学習者は英語関係節使用す
る際，書き言葉では有生の名詞句を修飾する
傾向があることがわかった。さらに習熟度の
高い上級学習者は話し言葉でも書き言葉と
同様に，有生の名詞句を修飾する傾向がみら
れた。これは，学習者が特定の人物や特定層
の人(々)を他の物と識別するために，関係節
構文をコミュニケーションストラテジーの
一つとして使用していることが推察される。
この現象が上級学習者に強くみられたのは，
習熟度の高い学習者は文法的に複雑な関係
節構文を思い通りに産出できることが一つ
の原因と考えられる。 
 顕著な点はネイティブ，学習者共に，書き
言葉において Identification (特定)の機能
を伴う関係節が頻繁に産出されることであ
った。これは一般的な話し言葉では視覚的・
直示的情報が存在するのに対し，書き言葉で
はそれらが不在であることが一つの原因と
考えられる。特に学習者はネイティブよりも
話し言葉においても特定の使用が多くみら
れた。これは，学習者はネイティブよりも概
して語彙数が少なく，特定の人（々）を表す
ために関係節をパターン化して一つの名詞
句として使用しているためであると考えら
れる。 
 以上の結果から，本研究では第一言語習得
だけでなく，第二言語習得においても談話的
特徴が関係節構文の産出に大きく影響して
いることがわかった。本研究の結果から，言
語教育の現場においても単なる文法の習得
のみでなく，話し言葉と書き言葉による違い，

結束性，また談話的特徴の違いについての指
導の必要性が明らかとなった。 
 
② 意見文における英語“For example”と日
本語「例えば」の使用の比較し、同異を明ら
かにした。英語意見文での学習者の意見文に
は、母語話者と異なる“for example”の使
用も認められた。これらの特徴が見られた要
因として、第二言語で意見文を執筆する際に、
言語運用力の限界を補おうとしてディスコ
ースマーカーを多用している可能性や母語
である日本語の用法が転移している可能性
を示した。この結果は、今後の英語と日本語
のアカデミックライティング教育に貢献す
ることができた。 
 
③“I think”の使用とディスコースマーカ
ーとしての機能について英語母語話者と日
本語母語話者の異同を明らかにすることが
できた。その分析結果は英語のアカデミック
ライティング教育に示唆を与えるものであ
り、特に日本語母語話者による英語ライティ
ングでの“I think”の多用については他の
研究者も指摘していたが、なぜ多用されるの
かについて、本研究が初めてその理由を明ら
かにすることができた。英語意見文では、個
人的な経験やはっきりとした証拠はない可
能性など、説得力にかける表現として“I 
think”が使用される場合が多いが、日本語
の「と思う」や「と考える」は、意見を明言
したり、強調する際に使われていることが明
らかとなった。さらに日本語母語話者は英語
の意見文においても、日本語の用法を英語に
転移しており、この不適切な転移がアカデミ
ックライティングにおいて低い評価に繋が
っている可能性を示唆する結果となった。 
 ただし、“I think”はアカデミックライ
ティングにおいて全く使用してはいけない
言語表現というわけではない。本研究の結果
から、英語アカデミックライティングにおい
て短絡的に“I think”を使わないように指
導するのではなく、いつ“I think”を使う
のが適切か、または使うと説得力が低くなる
のかを明らかにして指導することにより、学
習者が意見文の中で効果的に“I think”を
使用できるようになることが期待される。 
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